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私
は
山
口
市
大
字
野
下
一
六
〇
―
一
六
で
大
正
十
年
八
月
八

日
に
生
れ
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
後
、
一
か
月
ほ
ど
松

下
電
器
に
就
職
、
勤
務
し
ま
し
た
が
、
昭
和
十
七
年
十
月
一
日

に
臨
時
召
集
令
状
を
受
け
、
山
口
市
の
西
部
第
四
部
隊
補
充
隊

に
応
召
入
営
し
ま
し
た
。
当
時
両
親
、
祖
父
共
に
健
在
で
六
人

兄
弟
で
兄
は
死
亡
し
て
い
ま
し
た
。

初
年
兵
教
育
は
山
口
連
隊
の
補
充
隊
で
し
た
。
教
育
期
間
の

思
い
出
は
隣
県
と
の
県
境
の
島
根
県
側
津
和
野
町
へ
の
耐
寒
行

軍
で
し
た
。
こ
の
行
軍
は
各
大
隊
毎
に
実
施
さ
れ
、
陸
士
出
身

の
青
年
士
官
青
木
中
尉
の
計
画
設
定
で
、
連
隊
で
は
前
例
の
な

い
苛
酷
な
演
習
で
し
た
。
一
月
末
か
ら
二
月
に
か
け
て
一
週
間

の
計
画
で
し
た
。

鹿
野
で
は
民
家
の
土
間
、
津
和
野
で
は
民
宿
、
そ
れ
以
外
は

期
間
中
、
宿
泊
な
し
の
行
程
で
し
た
。
夜
間
も
歩
き
通
し
で
し

た
。
背
■
の
後
に
付
け
た
白
布
を
目
印
に
歩
き
ま
し
た
。
疲
れ

て
休
憩
の
と
き
、
溝
の
白
く
光
る
の
を
路
上
と
間
違
え
て
、
水

溜
り
に
腰
を
下
し
て
、
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
た
事
も
あ
り
ま
し

た
。
道
も
一
般
の
道
路
を
外
れ
、
私
道
ば
か
り
で
し
た
。
隊
の

先
導
を
つ
と
め
た
見
習
士
官
が
疲
労
の
た
め
死
亡
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

入
隊
後
四
か
月
を
経
過
し
た
二
月
、

幹
部
候
補
生
に
合
格
し
、

さ
ら
に
二
か
月
後
、
第
九
期
甲
種
幹
部
候
補
生
に
選
ば
れ
た
時



は
、
入
隊
後
の
色
々
な
苦
労
が
、
こ
こ
で
一
息
に
報
わ
れ
た
喜

び
に
感
激
し
ま
し
た
。

五
月
十
日
に
久
留
米
第
一
陸
軍
予
備
士
官
学
校
へ
入
学
し
ま

し
た
。
同
校
で
は
第
四
中
隊
で
「
四
は
死
に
通
じ
る
」
と
い
わ

れ
て
、
校
内
随
一
の
訓
練
の
厳
し
い
中
隊
で
し
た
。
毎
朝
起
床

後
、
銃
剣
術
で
鍛
え
ら
れ
、
演
習
で
薬
■
一
つ
亡
失
し
て
も
、

広
い
演
習
場
を
■
い
ず
り
廻
さ
れ
ま
し
た
。

別
府
の
十
文
字
原
で
、
分
隊
戦
闘
射
撃
訓
練
の
際
、
候
補
生

が
軽
機
の
銃
弾
を
浴
び
て
死
亡
す
る
事
故
が
生
ず
る
ほ
ど
の
厳

し
い
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

短
期
間
に
、
多
く
の
大
切
な
兵
の
命
を
預
か
る
隊
長
に
仕
上

げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
教
官
側
と
し
て
は
、
訓
練
に
も
自
然
と
熱
が

入
り
、
我
々
は
よ
く
殴
ら
れ
ま
し
た
が
よ
く
耐
え
て
、
昭
和
十

八
年
十
二
月
、
同
校
卒
業
の
日
を
迎
え
、
晴
れ
の
帯
刀
姿
の
見

習
士
官
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
意
外
な
航
空
科
へ
の
転
属
で
し
た
。
私
達
幹
候
第
九

期
卒
業
生
中
隊
で
百
五
十
名
の
内
、
半
数
の
七
十
四
名
が
航
空

科
へ
と
転
属
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
陸
軍
の
航
空
兵
力

の
急
激
な
増
強
に
応
ず
る
処
置
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

転
属
先
は
第
二
航
空
情
報
隊
と
定
ま
り
ま
し
た
が
、
防
諜
が

徹
底
し
て
い
て
一
切
が
秘
匿
さ
れ
、
私
達
は
朝
鮮
を
通
過
し
、

安
東
で
初
め
て
任
地
が
満
州
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

任
地
で
あ
る
東
安
省
勃
利
県
（
旧
三
江
省
）
杏
樹
に
あ
る
第

二
航
空
情
報
隊
へ
と
追
及
し
ま
し
た
。

第
二
航
空
情
報
隊
は
少
佐
が
部
隊
長
で
、
大
隊
程
度
の
部
隊

で
あ
る
。
杏
樹
に
本
部
が
位
置
し
、
各
隊
は
国
境
に
展
開
し
、

そ
の
間
の
指
揮
連
絡
は
無
線
で
し
た
。
特
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
正

面
の
撫
遠
の
監
視
分
隊
は
、
ソ
連
軍
の
重
点
と
対
峙
し
て
い
た

関
係
上
、
航
空
情
報
も
多
繁
を
極
め
ま
し
た
。
同
地
は
凍
土
地

帯
で
夏
の
解
氷
期
は
行
動
不
自
由
で
し
た
。

同
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
我
々
見
習
士
官
は
久
留
米
、
熊
本
、

保
定
の
各
予
備
士
官
学
校
出
身
者
三
十
数
名
の
多
数
で
し
た
。

こ
の
部
隊
の
将
校
団
の
団
結
は
か
た
く
、
ま
た
大
変
好
意
的
に

扱
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
下
士
官
も
気
象
関
係
の
助
教
と
し
て

温
か
く
親
切
に
我
々
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
暗
号
教
育
は
特

別
に
部
隊
副
官
が
教
官
と
し
て
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

部
隊
は
冬
に
備
え
、
全
員
で
ト
ラ
ッ
ク
で
付
近
の
山
で
蕨
や

食
用
に
な
る
野
草
等
を
採
集
し
た
り
、
池
を
乾
か
し
て
魚
を
捕



り
、
冷
凍
保
存
を
計
っ
た
り
し
ま
し
た
。
食
卓
に
蛙
の
御
馳
走

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
に
少
年
航
空
兵
第
一

期
で
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
敵
地
に
不
時
着
し
自
決
出
来
ず
、
捕
虜
交

換
で
帰
隊
後
降
等
を
受
け
、
上
等
兵
で
勤
務
し
て
い
る
兵
が
い

ま
し
た
。
非
常
に
優
秀
な
兵
で
し
た
が
、
酒
が
入
る
と
昔
を
思

い
出
す
の
か
、
荒
れ
出
し
て
、
気
の
毒
で
し
た
。

杏
樹
で
の
通
信
演
習
に
は
、
付
近
の
満
人
部
落
の
望
楼
に
数

日
間
泊
ま
り
込
み
、

無
線
通
信
の
交
信
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

満
人
部
落
で
は
小
学
校
の
先
生
の
宅
で
、
高
商
時
代
に
学
ん
だ

支
那
語
を
試
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
発
音
が
奇
麗
だ
と
誉
め
て
く

れ
ま
し
た
。
私
達
の
支
那
語
の
先
生
は
、
傳
儀
帝
の
親
族
に
当

る
人
で
、
北
京
官
話
の
奇
麗
な
人
で
し
た
。

情
報
勤
務
者
と
し
て
、
必
須
課
目
で
あ
る
通
信
教
育
の
修
得

の
た
め
、
吉
林
省
公
主
嶺
の
第
八
〇
〇
部
隊
第
一
教
育
隊
で
の

集
合
教
育
で
、
二
か
月
の
期
間
ビ
ッ
チ
リ
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
通
信
機
器
に
対
す
る
取
扱
い
、
理
解
力
等
の
専
門
的
な
分

野
に
つ
い
て
は
、
理
工
学
部
外
（
商
学
部
）
出
身
の
私
に
取
っ

て
は
大
変
な
苦
労
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
に
在
満
六
か
月
で
仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
に

分
遣
の
命
令
を
受
け
、
裏
朝
鮮
経
由
で
再
び
内
地
を
踏
み
、
途

中
懐
か
し
い
山
口
連
隊
に
立
ち
寄
り
旧
友
と
再
会
を
果
た
し
ま

し
た
。

こ
の
飛
行
学
校
で
は
通
信
、
暗
号
の
教
育
の
外
に
電
探
の
特

殊
教
育
も
含
ま
れ
、
そ
の
た
め
に
水
戸
の
通
信
学
校
で
の
再
派

遣
教
育
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
か
月
で
仙
台
に
於
け
る
教
育
を

終
了
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
、
中
部
軍
航
空
情
報
隊
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
大
阪
へ
と
転
勤
し
た
。
内
地
の
情
報
隊
は
国
境
監
視
が
な
い

代
わ
り
に
「
防
空
監
視
■
」
と
直
結
し
た
通
信
網
に
よ
り
敵
機

来
襲
の
情
報
を
把
握
し
、
こ
れ
を
軍
参
謀
部
に
伝
達
し
、
空
襲

警
報
の
適
確
な
る
発
令
に
な
る
の
で
す
。
防
空
司
令
部
で
は
女

子
挺
身
隊
が
徹
夜
で
勤
務
し
て
い
る
雄
々
し
い
姿
も
見
受
け
ま

し
た
。

さ
ら
に
昭
和
二
十
年
一
月
に
改
編
に
よ
り
、
東
海
軍
司
令
部

参
謀
部
通
信
係
に
勤
務
下
命
さ
れ
、
こ
こ
で
航
空
軍
を
離
れ
一

般
部
隊
の
所
属
に
復
帰
し
ま
し
た
。
勤
務
地
は
連
日
空
襲
下
の

名
古
屋
で
す
。
地
下
壕
の
物
置
小
屋
同
然
の
所
へ
泊
ま
り
込
み

で
し
た
。



終
戦
直
前
の
四
月
、
第
五
十
三
軍
（
断
部
隊
）
司
令
部
通
信

班
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

軍
司
令
官
　
　
　
赤
柴
中
将

参

謀

長
　
　
　
小
野
村
少
将

こ
こ
で
軍
用
鳩
の
通
信
使
用
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
空
襲
時
電
源
の
損
傷
に
よ
る
通
信
網
の
補
■
に
「
伝
書

鳩
」
が
重
視
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
鳩
は
直
ぐ
人
に
馴
れ

て
可
愛
い
も
の
で
す
。
鳩
は
気
流
の
関
係
か
箱
根
上
空
は
絶
対

に
飛
翔
し
な
い
も
の
と
知
り
ま
し
た
。

小
田
急
、
伊
勢
原
の
奥
地
に
陣
地
を
か
ま
え
る
こ
と
に
な
り
、

通
信
線
構
築
に
部
下
の
人
々
が
大
変
努
力
し
て
頂
い
て
助
か
り

ま
し
た
。
こ
の
部
隊
に
勤
務
中
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
が
、
特

筆
す
べ
き
事
項
は
軍
司
令
官
赤
柴
中
将
の
指
令
に
基
づ
く
官
民

協
力
で
あ
り
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
交
通
の
便
を
図
る
た
め
、
軍
の
連
絡
用
ト
ラ
ッ

ク
に
地
元
民
間
人
の
便
乗
を
許
可
し
ま
し
た
。
あ
る
日
、
将
官

旗
を
掲
げ
た
車
に
、
地
元
老
婆
が
手
を
挙
げ
て
同
乗
を
求
め
た

の
で
、
停
車
の
上
同
乗
し
て
も
ら
っ
た
等
の
微
笑
ま
し
い
風
景

も
加
わ
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
軍
の
事
務
室
の
筆
生
は
地
元

婦
女
子
を
優
先
採
用
し
ま
し
た
。
緊
張
の
重
な
る
終
戦
前
の
雰

囲
気
に
和
や
か
な
微
風
を
漂
わ
せ
る
一
瞬
で
も
あ
り
ま
し
た
。

軍
の
方
針
樹
立
に
当
た
っ
て
は
地
元
鎌
倉
在
住
の
知
識
人
の

参
加
を
求
め
、
そ
の
意
見
も
十
分
尊
重
し
、
方
策
決
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
終
戦
前
の
農
家
の
労
力
不
足
を
援
助
、
協
力
す
る

目
的
を
も
っ
て
、
特
に
出
征
兵
士
の
留
守
家
庭
を
重
点
に
農
作

業
の
手
伝
い
に
兵
を
派
遣
し
ま
し
た
。
手
伝
い
に
向
か
う
兵
士

に
も
農
家
出
身
も
沢
山
い
た
の
で
、
懐
か
し
い
家
郷
を
偲
び
つ

つ
、
家
族
的
空
気
に
包
ま
れ
た
一
日
は
兵
士
の
間
で
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
終
戦
時
の
軍
需
物
資
の
配
分
も
、
地
元
の
人
々
に

も
十
分
考
慮
を
払
っ
た
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
地
元
民
に
対
す
る
軍
の
配
慮
が
、
軍
と
の

摩
擦
や
、
誹
諺
等
を
一
切
受
け
る
こ
と
な
く
、
行
わ
れ
た
こ
と

は
、「
終
戦
」
と
い
う
悲
惨
な
精
神
状
況
の
下
で
唯
一
の
慰
め

と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

敗
戦
、
復
員
、
故
郷
の
山
口
に
帰
還
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ

か
ら
が
、
戦
後
の
復
興
、
祖
国
日
本
の
再
建
と
い
う
国
民
的
大

使
命
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
物
心
両
面
の
極
端
な
、
貧
困
生

活
に
耐
え
た
が
ら
、
我
々
復
員
軍
人
に
課
せ
ら
れ
た
、
長
い
長



い
戦
で
あ
っ
た
の
で
す
。

通
信
部
隊
の
裏
方
話
　 福

岡
県
　
長
谷
川
幡
尊
　 

火
の
雲
走
る
大
陸
の

空
に
聳
え
る
山
幾
重

汗
と
血
潮
に
そ
め
な
て

行
け
山
西
の
地
の
限
り

昭
和
十
八
年
一
月
、
私
が
初
年
兵
と
し
て
現
地
入
隊
の
た
め

広
島
に
集
結
さ
せ
ら
れ
、
三
日
間
広
島
に
滞
在
後
、
夜
行
列
車

に
て
広
島
駅
か
ら
下
関
経
由
、
関
釜
連
絡
船
「
金
剛
丸
」
船
底

の
三
等
船
室
に
二
百
人
位
の
兵
隊
が
ス
シ
詰
め
の
状
態
で
押
し

込
ま
れ
、
エ
ン
ジ
ン
の
轟
音
で
眠
れ
ぬ
一
夜
を
過
ご
し
た
。

こ
れ
で
私
も
再
び
祖
国
の
土
が
踏
め
な
く
な
る
の
か
と
心
の

底
か
ら
母
や
弟
に
別
れ
を
告
げ
つ
つ
も
、
再
会
を
念
じ
な
が
ら

遠
く
離
れ
ゆ
く
祖
国
の
灯
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
真
暗
な
玄

界
の
船
上
か
ら
永
遠
の
別
れ
を
告
げ
た
。

翌
朝
、
小
雨
の
釜
山
に
入
港
、
付
近
の
小
学
校
で
列
車
の
く

る
ま
で
の
一
時
を
待
機
し
、
列
車
到
着
と
共
に
釜
山
よ
り
乗
車

出
発
し
た
。
こ
の
列
車
の
中
で
初
め
て
我
々
の
行
先
が
北
支
大

原
電
信
第
九
連
隊
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

冒
頭
の
軍
歌
は
我
々
を
受
領
に
き
た
古
参
兵
の
人
達
が
教
え

て
く
れ
た
山
西
派
遣
軍
の
隊
歌
の
一
節
で
あ
る
。
私
は
歌
が
好

き
で
あ
る
た
め
か
、
五
十
年
経
っ
た
今
で
も
不
思
議
に
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
戦
友
会
や
何
か
の
時
に
歌
う
が
、
一
般
の
旧
式
軍

関
係
で
北
支
に
い
た
人
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
く
、
他
の
人
が

歌
っ
て
い
る
の
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
真
夜
中
に
、
鴨
緑
江
の
大
橋
を
渡
り
、
白

銀
一
色
の
満
州
の
地
に
入
っ
た
時
は
、
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら

な
い
的
な
気
持
ち
で
、
運
を
天
に
任
せ
る
以
外
に
は
な
い
と
、

か
え
っ
て
気
が
楽
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
の
も
事

実
で
あ
る
。

再
び
乗
車
二
泊
の
後
、
早
朝
に
大
原
に
到
着
し
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
る
、
私
は
防
寒
服
を
装
着
し
て
い
た
が
北
支
の
寒
気

は
想
像
以
上
に
厳
し
く
、
寒
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
肌
を
刺

す
よ
う
に
痛
い
寒
さ
で
あ
る
。




